


被
害
申
告
は
刈
取
前
に

　
被
害
が
あ
っ
た
場
合
、
刈
取
前
に
損
害
評
価
を
行

い
ま
す
。
自
然
災
害
な
ど
に
よ
る
減
収
が
見
込
ま
れ

る
場
合
は
、
必
ず
刈
取
前
に
被
害
申
告
書
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、圃
場
を
見
回
り
、災
害
名
、刈
取
予
定
月
日
、

申
告
単
収
を
被
害
申
告
書
に
必
ず
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

単
収
の
記
入
は
正
確
に

｜ 
半
相
殺
方
式
の
評
価
方
法
の
変
更 

｜

　
今
年
産
か
ら
半
相
殺
方
式
で
は
、
被
害
申
告
筆
か

ら
一
定
数
を
任
意
に
抽
出
し
て
評
価
す
る
「
農
家
申

告
抜
取
調
査
」
と
な
り
ま
す
。
被
害
の
あ
っ
た
耕
地

の
単
収
は
、
被
害
申
告
書
に
必
ず
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。
申
告
い
た
だ
い
た
単
収
を
基
に
損
害
評
価
を

行
い
ま
す
の
で
、
適
正
な
単
収
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
一
筆
方
式
は
、従
来
通
り
全
筆
調
査
を
行
い
ま
す
。

被害申告書（半相殺・一筆方式）記入例

８割の被害

耕地Ⓐ 耕地Ⓑ 耕地Ⓒ

被害申告の目安

2 割の被害 1 割の被害 始
ま
り
ま
す

　
水
稲
共
済
の
損
害
評
価
に
は
、
刈
取
前
の

被
害
申
告
が
必
要
で
す
。
み
な
さ
ん
が
選
択

し
た
加
入
方
式
を
再
度
確
認
し
て
圃
場
を
見

回
り
、
被
害
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

被
害
申
告
を

し
よ
う
か
な

損
害
評
価
が

　耕地一筆ごとの減収量で共済金が算定されますので、３割（７割補償の場合）、４割（６割補償の場
合）、５割（５割補償の場合）を超える減収が見込まれる耕地を申告してください。

８割の被害

耕地Ⓐ

耕地Ⓐを
被害申告

一筆方式 を選択している場合

一筆方式は、被害が
あった耕地１筆ごと
の減収量で共済金を
算定します

耕地B・Cは３割以下の被
害だね。７割補償を選択し
た場合、３割を超える被害
が見込まれる耕地Ａを被
害申告すればいいんだね

　全耕地の基準収穫量の２割（８割補償の場合）、３割（７割補償の場合）、４割（６割補償の場合）を超え
る減収が見込まれる場合、申告してください。

８割の被害

耕地Ⓐ 耕地Ⓑ 耕地Ⓒ

耕地ⒶⒷⒸを
被害申告

半相殺方式 を選択している場合

半相殺方式は、全耕
地の減収の合計で
共済金を算定します

半相殺８割補償を選択して、
全耕地の２割を超える被害が
見込まれる場合は、被害耕地
を全て申告すればいいんだね

2 割の被害 1 割の被害

（被害が見込まれる全耕地）

8月15日 イモチ
イモチ

180kg 9月25日
9月26日150kg8月15日

8月15日 イモチ
イモチ

180kg 9月25日
9月26日150kg8月15日

水 
稲

共 
済

※必ず記入をお願いします。
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半
損
以
上
の
被
害
は
申
告
を

（
一
筆
半
損
特
約
附
帯
の
場
合
）

　
一
筆
半
損
特
約
を
附
帯
し
た
方
は
、

被
害
耕
地
が
半
損
以
上
（
皆
無
を
含

む
）
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
場
合
、

耕
地
ご
と
の
支
払
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、
被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
筆
全
損
特
例
も
あ
り
ま
す

　

半
相
殺
・
全
相
殺
・
品
質
・
地
域

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
は
、
特
例
と
し

て
収
穫
皆
無
と
な
っ
た
耕
地
が
あ
る

場
合
は
支
払
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

白
未
熟
粒
が
見
込
ま
れ
た
ら

　

出
穂
後
（
登
熟
期
）
に
高
温
が
続

く
と
白
未
熟
粒
が
多
く
な
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
白
未
熟
粒
に
よ
る
規
格
外

米
が
広
範
囲
に
多
発
し
た
場
合
、
特

例
的
に
減
収
量
に
加
味
し
た
損
害
評

価
を
実
施
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

組
合
か
ら
被
害
発
生
が
見
込
ま
れ

る
と
の
注
意
喚
起
が
あ
っ
た
場
合
は
、

耕
地
の
状
態
を
確
認
し
、
収
穫
前
に

被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
被
害
申
告
を
し
た
場
合
で
も
、
必
ず
共

済
金
が
支
払
わ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

立
札
設
置
の
お
願
い

　

被
害
申
告
を
し
た
方
に
は
、
立
札

が
配
布
さ
れ
ま
す
。
被
害
耕
地
が
分

か
る
よ
う
に
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
麦
共
済
と
収
入
保
険
は
、

補
償
期
間
が
異
な
り
ま
す

（
下
表
）。
令
和
２
年
1
月

か
ら
収
入
保
険
へ
加
入
予

定
の
方
も
、
麦
共
済
に
加

入
す
る
こ
と
で
、
令
和
２

年
１
月
１
日
前
に
生
じ
た

事
故
も
収
入
保
険
の
補
償

対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
麦
共
済
へ
加
入
し

て
か
ら
収
入
保
険
へ
移
行

す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

※
収
入
保
険
に
移
行
し
た
場
合
、掛

金
な
ど
は
全
額
お
返
し
し
ま
す
。実

際
に
加
入
者
が
負
担
す
る
の
は
、

収
入
保
険
分
の
み
と
な
り
ま
す
。

　全耕地の収量の１割（９割補償の場合）、２割（８割補償の場合）、３割（７割補償の場合）を超え
る減収が見込まれる場合、被害のあった耕地を申告してください。

　減収、品質低下により基準生産額の１割（９割補償の場合）、２割（８割補償の場合）、３割（７割
補償の場合）を超える生産金額の減少が見込まれる場合、被害のあった耕地を申告してください。

全相殺方式 を選択している場合

品質方式 を選択している場合

被害申告書（全相殺・品質方式）記入例

  立札設置のポイント

※「半損以上の耕地の該当の有無」の欄は、一筆半損特約を附帯している場合は半損以上（皆無を含む）の被害が
発生している耕地について該当欄に「○」の記入をお願いします。

　また、当該特約を附帯していない場合は、収穫が皆無となる被害が発生している耕地について該当欄に「○」の
記入をお願いします。

①透明なビニール袋な
どに１枚ずつ入れる

②稲穂より高い位置にな
るように立てる

③被害耕地が分かるよう
に立てる（耕地の境界
に立てない、道路か
ら見える位置に立てる）

農
作
物
共
済

附
帯
で
き
る
特
約

麦
共
済
と
収
入
保
険

例）全相殺方式９割補償の場合、耕地Ａ～Ｃの収穫量の合計が平年の９割
を下回らないと共済金が支払われませんが、「一筆半損特約」を付けること
で、５割以上の収量減が見込まれる耕地Ｃは「５割減収」と評価して共済
金を支払います。

※１　災害収入共済方式の場合、補償割合とは別に共済金を支払う割合を選択できます。
※２　地域インデックス方式は、加入者個人の減収で共済金の支払いを判断しません。また、市町村によっ

て被害率が異なるため、掛金も大きく異なる場合があります。

耕地A 耕地B 耕地C

被害なし 被害なし

被害なし

５割以上
の被害

一筆半損特約

収入保険と麦共済の補償期間

加入方式と補償割合 加
入
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

１
．
一
筆
半
損
特
約

　
一
筆
方
式
以
外
の
場
合
で
も
、
収
穫
量
（
生

産
金
額
）
の
減
少
が
５
割
以
上
の
耕
地
に
つ
い

て
、
５
割
減
収
（
生
産
金
額
の
減
少
）
と
し
て

共
済
金
を
支
払
う
特
約
で
す
。

２
．
自
動
継
続
特
約

　
毎
年
継
続
し
て
加
入
す
る
場
合
、
翌
年
以
降
の
加

入
申
し
込
み
が
省
略
で
き
ま
す
。

　

令
和
２
年
産
麦
の
共
済
加
入
申
込
書
兼
変
更
届
出
書
の
提
出
期
間
は

８
月
20
日
か
ら
９
月
20
日
ま
で
で
す
。
水
稲
お
よ
び
麦
の
耕
作
面
積
合
計
が

10
㌃
以
上
の
方
は
、
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
麦
共
済
に
加
入
し
て

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

麦
共
済

加入方式 補償割合 共済金支払の対象となる基準

全 相 殺 方 式
9割
8割
7割

農家ごとに収穫量（筆ごとの減収・増収を相殺）が基準収穫
量の1割（9割補償）、2割（8割補償）、3割（7割補償）を超え
る減収となったとき

半 相 殺 方 式
8割
7割
6割

農家ごとに収穫量の2割（8割補償）、3割（7割補償）、4割
（6割補償）を超える減収となったとき

災 害 収 入 共 済 方 式
（※1）

9割
8割
7割

農家ごとに収穫量が基準収穫量を下回り、かつ、過去の規格
別出荷実績から得られる生産金額の1割（9割補償）、2割（8
割補償）、3割（7割補償）を超える減収となったとき

地域インデックス方式
（※2）

9割
8割
7割

市町村ごとに統計単収が基準単収の1割（9割補償）、2割（8
割補償）、3割（7割補償）を超える減収となったとき

一 筆 方 式
（令和３年産までに原則廃止）

7割
6割
5割

耕地ごとに基準収穫量の3割（７割補償）、4割（6割補償）、
5割（5割補償）を超える減収となったとき

令和元年 令和２年
発芽期〜12月 １月～収穫した日～12月

収入保険 補償期間
農作物共済（麦） 補償期間

収入保険+農作物共済（麦） 補償期間

10月1日
10月1日

10月1日
10月1日

水害
水害

○ 無
無○

10月1日
10月1日

10月1日
10月1日

水害
水害

○ 無
無○

詳しくはお近くのＮＯＳＡＩへお問い合わせください
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粗
飼
料
の
給
与
に
工
夫
を

　

良
質
な
粗
飼
料
を
不
断
給
餌
し
、
第
一

胃
を
空
腹
に
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

持
続
的
に
ア
ル
カ
リ
性
の
唾
液
が
分
泌
さ

れ
る
た
め
、
第
一
胃
の
環
境
に
と
っ
て
と

て
も
有
益
で
す
。
ま
た
、
第
一
胃
内
の
穏

や
か
な
発
酵
に
最
適
な
粗
飼
料
の
給
与
方

法
は
、粗
飼
料
の
種
類
や
品
質
な
ど
に
よ
っ

て
異
な
る
の
で
工
夫
が
必
要
で
す
。
給
与

す
る
粗
飼
料
を
切
り
替
え
る
場
合
は
、
粗

飼
料
成
分
の
分
析
を
実
施
し
、
分
析
結
果

に
沿
っ
た
飼
料
の
調
整
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

つ
な
ぎ
牛
舎
の
場
合
は
、
な
る
べ
く
乳

期
の
近
い
牛
を
隣
接
さ
せ
る
こ
と
で
、
給

与
す
る
濃
厚
飼
料
の
量
が
異
な
る
隣
の
牛

の
盗
み
食
い
を
防
ぐ
こ
と
も
有
効
で
す
。

　
炎
症
性
の
疾
患
で
お
悩
み
の
み
な
さ
ん
、

こ
こ
で
牛
の
第
一
胃
の
発
酵
状
態
を
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

乳
牛
の
第
一
胃
の
発
酵
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

診
療
所
通
信

TEL：0197-25-6909 TEL：0198-62-5322

TEL：0193-67-3656

TEL：0194-28-3191

宮古家畜診療所

下閉伊北部出張所

岩手県北基幹家畜診療所 岩手県南基幹家畜診療所 岩手沿岸基幹家畜診療所
（家畜診療）TEL：019-601-8125
（人工授精）TEL：019-601-8201

TEL：019-601-6033
TEL：0198-29-4122

TEL：0195-66-2506
TEL：0191-21-5666

TEL：0195-41-1105

葛巻家畜診療所
磐井家畜診療所

北部家畜診療所

北岩手家畜診療所
中部家畜診療所

※8時30分から9時30分以外の診療依頼は、急患を除き、原則として当日中の往診は
　できませんのでご了承ください。
※獣医師個人の携帯電話へ直接依頼することはご遠慮ください。

岩
手
県
北
基
幹
家
畜
診
療
所

葛
巻
家
畜
診
療
所

木き
む
ら村　

淳あ
つ
し 

所
長

　

自
宅
の
バ
ス
タ
ブ
に
入
浴
剤
を
入
れ
る

と
瞬
時
に
入
浴
剤
が
溶
解
し
、
そ
の
色
が

広
が
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
仮
に
バ

ス
タ
ブ
で
古
代
ハ
ス
を
栽
培
し
て
い
る
と

す
る
と
、
ハ
ス
の
葉
に
入
浴
剤
が
吸
着
し
、

入
浴
剤
は
徐
々
に
溶
解
す
る
で
し
ょ
う
。

牛
の
第
一
胃
で
も
似
た
よ
う
な
こ
と
が
お

こ
っ
て
い
ま
す
。

　

空
腹
時
の
第
一
胃
に
濃
厚
飼
料
が
入
る

と
、
ハ
ス
の
な
い
バ
ス
タ
ブ
の
よ
う
に
一

気
に
濃
厚
飼
料
が
溶
解
し
、
こ
れ
を
栄
養

源
と
す
る
微
生
物
に
よ
り
急
激
に
発
酵
が

始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
第
一
胃
内
の
環

境
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
し
か
し
、
先

に
乾
草
な
ど
の
長
物
を
与
え
て
お
く
と
、

ハ
ス
の
葉
の
役
割
を
果
た
し
、
発
酵
が
穏

や
か
に
進
み
ま
す
。

㏗
値
の
低
下
が
炎
症
の
原
因
に

　

急
激
な
発
酵
が
お
き
る
と
、
第
一
胃
内

の
微
生
物
に
よ
り
揮き
は
つ
せ
い
し
ぼ
う
さ
ん

発
性
脂
肪
酸
（
Ｖ
Ｆ

Ａ
）
の
産
生
量
が
増
加
し
ま
す
。
Ｖ
Ｆ
Ａ

が
増
加
す
る
と
、
㏗
値
が
急
激
に
低
下
し

て
酸
性
に
な
り
、
微
生
物
の
種
類
に
変
化

が
起
こ
り
ま
す
。
㏗
値
が
さ
ら
に
低
下
す

る
と
、
有
益
な
微
生
物
が
死
滅
し
、
そ
の

死
骸
か
ら
出
さ
れ
る
毒
素
が
胃
壁
か
ら
吸

収
さ
れ
て
血
液
中
に
入
り
ま
す
。
血
液
中

の
毒
素
は
、
白
血
球
と
結
合
し
て
肝
臓
で

解
毒
処
理
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
多
く

の
炎
症
を
引
き
起
こ
す
シ
グ
ナ
ル
が
誘
導

さ
れ
、
蹄て
い
よ
う
え
ん

葉
炎
や
肝
機
能
障
害
な
ど
を
引

き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
経
験
上
、
濃
厚
飼
料
の
過
剰
な
給

与
に
よ
り
、
最
初
は
栄
養
状
態
が
よ
く
見

え
て
乳
量
が
増
加
し
ま
す
が
、
い
ず
れ
は

毒
素
の
影
響
で
蹄
葉
炎
を
発
症
し
、
翌
年

に
蹄
病
が
原
因
で
死
亡
廃
用
事
故
に
至
る

ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

知
っ
て

得
す
る

女
王
蜂
は
下
段
に
留
ま
り
、
上
段
の
「
蜜
採
り

専
用
」
の
巣
枠
か
ら
の
み
採
蜜
し
ま
す
。「
採
蜜

量
は
減
少
し
ま
す
が
、
雑
味
が
無
い
天
然
の
ハ

チ
ミ
ツ
が
採
蜜
で
き
ま
す
。
風
味
を
飛
ば
さ
な

い
よ
う
に
加
熱
処
理
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
」
と
話

し
ま
す
。

　

昆
虫
な
ど
の
混
入
を
防
ぐ
た
め
、
屋
内
で
貯

蜜
枠
を
絞
り
ま
す
。
採
蜜
後
の
巣
枠
も
冷
蔵
コ

ン
テ
ナ
で
保
存
し
、
管
理
を
徹
底
し
ま
す
。

も
っ
と
ハ
チ
ミ
ツ
を
身
近
に

　

ハ
チ
ミ
ツ
は
、
巣
鴨
養
蜂
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
購
入
で
き
ま
す
。「
あ
か
し
あ
は
優
し
い

蜜
の
味
、
菩ぼ
だ
い
じ
ゅ

提
樹
は
花
の
香
り
が
強
い
の
が
特

長
で
す
」
と
髙
橋
代
表
。
糖
度
は
80
％
以
上
で
、

商
品
の
種
類
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
風
味
が
楽

し
め
ま
す
。

　

髙
橋
代
表
は
「
養
蜂
体
験
を
計
画
中
で
す
。

体
験
を
通
じ
て
、
１
０
０
％
国
産
で
天
然
の
ハ

チ
ミ
ツ
の
お
い
し
さ
を
た
く
さ
ん
の
方
に
味

わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。ホームページから購入できます

http://www.sugamo-youhou.com

消
防
庁
職
員
か
ら
養
蜂
家
へ

　

西
和
賀
町
出
身
の
髙
橋
代
表
は
、
東
京
消
防

庁
に
勤
務
し
な
が
ら
、
趣
味
で
日
本
ミ
ツ
バ
チ

を
飼
育
し
て
い
ま
し
た
。「
自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
西
和
賀
は
自
然
が
豊
か
で
、
養
蜂
に
向
い
て

い
る
の
で
は
」
と
早
期
退
職
し
、
平
成
27
年
か

ら
西
和
賀
町
湯
田
で
養
蜂
を
始
め
ま
し
た
。

　

ハ
チ
ミ
ツ
作
り
は
４
月
下
旬
か
ら
秋
ご
ろ
ま

で
。
寒
さ
が
厳
し
い
冬
場
は
、
ミ
ツ
バ
チ
と
と

も
に
関
東
で
過
ご
し
ま
す
。

品
質
管
理
を
徹
底

　

髙
橋
代
表
は
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
を
上
下
２
段

に
分
け
て
い
ま
す
。
身
体
の
小
さ
い
働
き
蜂
だ

け
が
往
来
で
き
る
隔か
く
お
う
ば
ん

王
板
で
区
切
る
構
造
で
す
。

  西和賀町    巣鴨養蜂園

蜜採り専用箱と子育て専用箱を分ける隔王板

お
い
し
い
ハ
チ
ミ
ツ
を
届
け
た
い

髙
た か は し

橋 正
ま さ と し

利さん

　
「
季
節
の
花
に
よ
っ
て
、
ハ
チ
ミ
ツ
の
香
り
や
味
が
変

わ
り
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
巣
鴨
養
蜂
園
の
髙
橋
正
利

代
表
（
62
）。
西
和
賀
の
自
然
を
生
か
し
て
、
ハ
チ
ミ
ツ

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
同
園
の
ハ
チ
ミ
ツ
は
蜜

取
り
専
用
の
巣
枠
か
ら
採
蜜
し
、
加
熱
処
理
を
し
な
い

の
で
、
ハ
チ
ミ
ツ
本
来
の
風
味
を
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、

国
産
ハ
チ
ミ
ツ
の
普
及
を
目
指
し
て
奮
闘
中
で
す
。

「１箱に、およそ４万匹のミツバチがいます」と髙橋代表

いちばん星 輝 く岩 手 の   農 業 人
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結いの大地 旬だより

　
国
宝
や
重
要
文
化
財
の
装
飾
修

復
を
行
う
株
式
会
社
小
西
美
術
工

藝
社
（
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ア
ト
キ
ン

ソ
ン
代
表
取
締
役
社
長
）
で
は
、

二
戸
市
で
漆
の
苗
木
を
栽
培
し
、

耕
作
放
棄
地
に
植
樹
し
て
い
ま
す
。

　
「
漆
生
産
を
通
し
て
、
里
地
里

山
の
保
全
活
用
に
つ
な
げ
た
い
」

と
話
す
の
は
、
二
戸
支
社
・
総
責

任
者
の
福
田
達
胤
さ
ん
（
35
）。

漆
の
植
樹
面
積
拡
大
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
福
田
さ
ん
は
「
耕
作
放
棄
地
で

も
緩
や
か
で
水
は
け
の
良
い
畑
地

で
あ
れ
ば
、
植
樹
に
適
し
て
い
ま

す
。
お
借
り
し
た
土
地
は
自
社
で

刈
り
払
い
作
業
を
行
い
ま
す
の

で
、
そ
の
よ
う
な
土
地
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　
大
船
渡
市
農
業
協
同
組
合
猪
川

支
店
で
は
、「
秋
ま
き
野
菜
家
庭

菜
園
講
習
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

管
内
の
組
合
員
な
ど
約
20
人
が
参

加
し
、
白
菜
や
キ
ャ
ベ
ツ
、
大
根

な
ど
の
秋
野
菜
の
適
正
な
播
種
時

期
や
栽
培
管
理
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　
講
師
は
、
宮
城
県
に
あ
る
渡
辺

採
種
場
の
小
林
将
課
長
が
務
め
、

「
秋
野
菜
は
収
穫
時
期
に
よ
っ
て
、

品
質
や
保
存
期
間
に
差
が
出
ま

す
。
適
正
な
時
期
の
播
種
と
栽
培

管
理
を
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
朴
澤
美
代
子
さ
ん

（
71
）は「
講
習
内
容
を
生
か
し
て
、

品
質
向
上
と
収
量
ア
ッ
プ
を
目
指

し
た
い
で
す
」
と
意
気
込
ん
で
い

ま
す
。

　
宮
古
市
小
国
に
、
閉
校
し
た
小

学
校
の
校
舎
を
改
修
し
た
「
里
の

駅
お
ぐ
に
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
で
味
わ
え

る
「
手
打
ち
そ
ば
」
が
好
評
で
す
。

　
ソ
バ
は
地
元
産
を
使
用
。
し
っ

か
り
と
し
た
コ
シ
で
食
べ
応
え
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、産
直
コ
ー
ナ
ー

で
は
地
元
産
の
新
鮮
な
野
菜
な
ど

も
販
売
さ
れ
、
観
光
客
や
地
元
住

民
か
ら
も
人
気
で
す
。

　
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
国
振

興
舎
の
横
道
廣
吉
代
表
（
69
）
は

「
現
在
は
１
日
20
食
限
定
で
す
が
、

今
後
は
た
く
さ
ん
の
方
に
手
打
ち

そ
ば
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
栽

培
規
模
を
拡
大
し
た
い
。
近
隣
の

遊
休
農
地
に
ソ
バ
を
作
付
け
す
る

予
定
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
一
関
市
立
金
沢
小
学
校
（
佐
藤

健
校
長
）
で
は
、
５
年
生
の
児
童

25
人
が
農
家
か
ら
水
稲
の
幼
穂
観

察
に
つ
い
て
教
わ
り
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
一
関
市
花
泉
町
で
水

稲
を
栽
培
す
る
佐
々
木
弘
さ
ん

（
73
）
が
務
め
ま
し
た
。
佐
々
木

さ
ん
は
「
茎
の
中
に
あ
る
幼
穂
の

長
さ
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
稲
刈

り
時
期
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」と
説
明
。児
童
は
カ
ッ
タ
ー

で
茎
を
切
っ
て
、
初
め
て
見
る
幼

穂
に
歓
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　
佐
々
木
凜
花
さ
ん（
11
）は「
幼

穂
の
長
さ
で
稲
刈
り
の
時
期
が
分

か
る
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
家
に
帰
っ
た
ら
、
両
親

に
今
日
の
授
業
の
こ
と
を
話
し
た

い
で
す
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

５月に初めての植樹作業が行われた 「施肥と防除のタイミングにも気を付けてください」
と小林課長

手打ちもりそば 750円（税込）「幼穂の観察は機械ではできません」と佐々木さん

▷問い合わせ
　株式会社小西美術工藝社
　二戸支社　福田
　℡0195-22-4858

苗木の生育状況は良好 真剣に講習を受ける参加者 閉校した宮古市立小国小学
校の校舎を改修

▷宮古市小国９-８１-１
　℡０１９３-７７-５１９８
▷営業時間
　午前９時～午後５時
　フードコーナーは
　１１時から営業

幼穂を懸命に探す児童

耕
作
放
棄
地
に
漆
を
植
樹

適
切
な
栽
培
管
理
を
学
ぶ

手
打
ち
そ
ば
を
味
わ
っ
て

農
家
を
講
師
に
お
米
の
授
業

二
戸
市

大
船
渡
市

宮
古
市

一
関
市
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収
入
保
険
と
は

▼
農
業
経
営
品
目
全
体
の
販
売
収

入
を
補
償
し
ま
す
。

▼
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
だ
け

で
な
く
、
市
場
価
格
低
下
な
ど
も

補
償
の
対
象
で
す
。

加
入
条
件

　

青
色
申
告
（
簡
易
な
方
式
を
含

む
）
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
条
件

で
す
。

※
青
色
申
告
実
績
５
年
以
上
が
基
本
で

す
が
、
１
年
分
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

制
度
の
し
く
み
（
左
図
参
照
）

①　

農
家
ご
と
の
過
去
５
年
間
の
農
産

物
販
売
収
入
の
平
均
を
基
本
と
し
た

基
準
収
入
を
設
定
し
ま
す
。

②　

そ
の
年
の
農
産
物
販
売
収
入
が
基

準
収
入
の
９
割
（
補
償
限
度
額
）
を

下
回
っ
た
場
合
に
、
下
回
っ
た
額
の

９
割
（
支
払
率
）
を
補
て
ん
し
ま
す
。

類
似
制
度
と
の
関
係

　

収
入
保
険
は
、
農
業
共
済
制
度
や
ナ
ラ

シ
対
策
な
ど
、
収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る

類
似
制
度
と
重
複
し
て
加
入
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
農
業
共
済
制
度
の
う
ち
、
固
定

資
産
の
損
失
を
補
て
ん
す
る
園
芸
施
設
共

済
、
家
畜
共
済
（
搾
乳
牛
や
繁
殖
雌
牛
な

ど
）、
建
物
・
農
機
具
共
済
と
の
重
複
は
可

能
で
す
。

基
準
収
入
の
特
例
が
あ
り
ま
す

　

経
営
規
模
を
拡
大
さ
れ
る
方
や
収
入
に

上
昇
傾
向
が
あ
る
方
は
「
規
模
拡
大
特
例
」

や
「
収
入
上
昇
特
例
」
を
適
用
さ
せ
て
、
基

準
収
入
を
上
方
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

つ
な
ぎ
資
金
も
あ
り
ま
す

　

保
険
金
の
支
払
い
は
確
定
申
告
後
で
す

が
、
確
定
申
告
前
で
も
自
然
災
害
な
ど
で
収

入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
無
利
子
の

つ
な
ぎ
資
金
を
借
り
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

コ
ン
バ
イ
ン
に
は

総
合
共
済

　

農
機
具
共
済
に
は
、
火
災
共
済
と

総
合
共
済
が
あ
り
ま
す
。
稼
働
中
の

事
故
に
よ
る
農
機
具
の
損
害
は
、
総

合
共
済
に
加
入
す
る
こ
と
で
補
償
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
コ
ン
バ
イ
ン
や

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
は
、
総
合
共
済
へ
の

加
入
が
お
す
す
め
で
す
。

事
故
状
況
を
確
認
し
ま
す

　
事
故
が
発
生
し
た
ら
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。
職
員
が
伺
い
、
損
害
が
分
か
る
写
真

（
修
理
前
の
写
真
）と
修
理
後
の
写
真
を
撮
影
し
ま
す
。

す
み
や
か
に
連
絡
を

　
事
故
発
生
か
ら
確
認
ま
で
に
時
間
が
経
っ
て
い
る

と
、正
確
な
損
害
状
況
が
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

事
故
発
生
日
か
ら
報
告
が
６
か
月
以
上
遅
れ
た
場
合

は
、
事
故
に
よ
る
損
害
額
に
50
％
の
免
責
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
報
告
が
１
年
以
上
遅
れ
た
場
合
は
、
共
済

金
を
お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん
。

　
事
故
が
発
生
し
た
ら
、
す
み
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　稲刈り作業が本格化する９月から１０月は、農機具の事故が急増します。万が一の事
故に備えて、農機具共済に加入しましょう。

　令和２年１月１日から補償開始する収入保険の加入申し込みを受付しています。
収入保険に加入して、さまざまなリスクから農業経営を守りましょう。

全ての農産物が補償の対象です秋の農作業シーズン到来

事故に備えて加入しましょう農機具
共 済

確認が終わるまで、部品は廃棄しないでください 職員が事故状況を確認します

火災、外部からの物体の衝突、鳥獣害、盗難　など
（格納中の事故を補償します）

・自然災害や鳥獣害などで収量が低下した
・市場価格の低下
・けがや病気になってしまい収穫できない
・盗難や運搬中の事故にあった
                 など

火災共済の事故　＋　風水害、雪害、墜落、転覆、異物の巻き込
みなど（格納中の事故のほか、農作業中の事故を補償します）
・地震、噴火、津波による損害を補償するには、地震等担保特約の付帯

が必要です。

火災共済
補てんされる内容例

総合共済

損
害
箇
所
や
事
故
現
場
な
ど

の
写
真
を
撮
り
ま
す

コ
ン
バ
イ
ン
を
柱
に

ぶ
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
〜
。

補
償
限
度
額
と
支
払

率
は
、複
数
の
割
合
か

ら
選
択
で
き
ま
す
。

保
険
金
や
掛
金
の

試
算
が
で
き
ま
す

収入保険制度の補てん方式

（注）５年以上の青色申告実績があり、補償限度９割（保険方式＋積立方式）を選択した場合

90％

（
保
険
方
式
＋
積
立
方
式
の
補
償
限
度
額
）

農業者ごとの

1,100
万円

1,000万円

700
万円

800
万円

1,500
万円

900
万円

過去５年間の収入

80％

（
保
険
方
式
の
補
償
限
度
額
）

100％
収
入
減
少

自己責任部分

当
年
収
入

保険金
積立金

過去５年間
の平均収入

基
①

②

準
収
入

支払率
（９割を上限として選択）

詳しくはお近くの
ＮＯＳＡＩへお問い
合わせください。

収入
保険

修理する前にNOSAIへ連絡
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１９年の農業経営体数１２０万割れ

家
族
経
営
の
減
少
止
ま
ら
ず

　

農
林
水
産
省
は
、
２
０
１
９
年
の
農
業
構
造
動

態
調
査
（
２
月
１
日
現
在
）
を
発
表
し
た
。
全

国
の
農
業
経
営
体
数
は
、
前
年
比
２・
６
％
減
の

１
１
８
万
８
８
０
０
経
営
体
で
、
１
２
０
万
経
営
体

を
割
り
込
ん
だ
。
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ

り
、
家
族
経
営
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
た

め
だ
。
さ
ら
に
、
地
域
営
農
の
受
け
皿
と
な
る
組
織

経
営
体
数
も
増
加
幅
が
縮
小
。
常
雇
い
数
は
減
少
傾

向
が
続
き
、
49
歳
以
下
の
割
合
も
低
下
す
る
な
ど
深

刻
化
す
る
労
働
力
不
足
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
地

域
営
農
の
持
続
性
の
確
保
へ
現
場
の
実
情
に
即
し
た

施
策
の
総
動
員
が
求
め
ら
れ
る
。

５
年
間
で
30   
万
減
少

　

全
国
の
農
業
経
営
体
数
は
、
減
少
幅
こ
そ
縮
小

し
た
が
、
５
年
前
に
比
べ
約
30
万
経
営
体
減
少
し

た
。
特
に
家
族
経
営
体
数
は
、
前
年
比
２・７
％
減
の

１
１
５
万
２
８
０
０
に
減
少
。
さ
ら
に
組
織
経
営
体
数

は
、１・４
％
増
の
３
万
６
千
経
営
体
と
な
っ
た
も
の
の
、

増
加
率
は
17
年
（
２・６
％
増
）、
18
年
（
１・７
％
増
）

と
年
々
縮
小
。
経
営
耕
地
面
積
に
占
め
る
10
㌶
以
上
の

階
層
の
カ
バ
ー
率
も
伸
び
が
鈍
化
し
て
い
る
。

　

ま
た
農
産
物
販
売
金
額
規
模
別
の
農
業
経
営
体

数
は
、
５
千
万
円
以
上
の
層
で
前
年
並
み
と
な
り
、

３
千
万
以
上
５
千
万
円
未
満
を
含
め
、
そ
の
ほ
か
全

て
の
各
層
で
前
年
割
れ
と
な
る
な
ど
、
厳
し
い
経
営
状

況
も
示
唆
さ
れ
た
。
な
お
、
１
０
０
万
円
未
満
の
小

規
模
経
営
が
全
体
の
過
半
を
占
め
、
１
０
０
万
以
上

５
０
０
万
円
未
満
を
含
め
る
と
約
８
割
に
な
る
状
況
は

変
わ
ら
な
い
。

販
売
農
家
も
１
１
３
万
戸
に

　

販
売
農
家
数
も
２・
９
％
減
の
１
１
３
万
１
０
０

戸
に
減
っ
た
。
特
に
、
農
業
所
得
が
過
半
を
占

め
、
年
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
65
歳
未
満
の

世
帯
員
が
い
る
「
主
業
農
家
」
は
６・
５
％
減
の

23
万
５
５
０
０
戸
と
な
り
、
農
外
所
得
が
主
で
同
世

帯
員
が
い
る
「
準
主
業
農
家
数
」
も
11
・
９
％
減
の

16
万
５
５
０
０
戸
に
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。

　

販
売
農
家
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
数
も
３・
２
％

減
の
１
４
０
万
４
１
０
０
人
に
減
少
し
、
49
歳
以
下

も
２・
９
％
減
の
14
万
７
８
０
０
人
に
減
っ
た
。
常

雇
い
数
も
１・
７
％
減
の
23
万
６
１
０
０
人
で
、
49

歳
以
下
は
２・
４
％
減
の
11
万
９
８
０
０
人
と
な
っ

て
い
る
。

持
続
性
確
保
へ
対
策
急
務

　
家
族
経
営
が
減
り
続
け
る
中
、
地
域
営
農
・
農
地

の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
集
落
営
農

や
担
い
手
法
人
な
ど
も
労
働
力
不
足
が
顕
在
化
し
て

お
り
、
生
産
現
場
で
は
政
府
が
進
め
る
規
模
拡
大
路

線
に
限
界
感
も
生
ま
れ
始
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
49

歳
以
下
の
農
業
従
事
者
数
は
減
り
、
常
雇
い
数
も
減

少
傾
向
と
な
る
中
、
状
況
は
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

　

政
府
は
来
年
３
月
を
め
ど
に
新
た
な
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
を
策
定
す
る
。
検
討
を
担
う
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
企
画
部
会
が
実
施
し

て
き
た
農
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
日
本
農
業
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
も
い
う
べ
き
若
手
の
担
い
手
経

営
者
か
ら
、
地
域
営
農
の
持
続
可
能
性
を
懸
念
す
る

切
実
な
発
言
が
相
次
い
だ
。
国
内
農
業
生
産
基
盤
の

維
持
・
強
化
を
ど
う
図
っ
て
い
く
か
、
生
産
現
場
が

展
望
を
持
て
る
対
策
の
構
築
・
実
行
が
待
っ
た
な
し

だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
業
共
済
新
聞
編
集
室
）

　奥州市役所に勤務して２年
目の捺紀さん。日本赤十字
社の献血日程の調整や、地域
の民生委員に関する業務な
どを担当しています。
　「趣味は旅行と音楽のライ
ブに行くこと。家の中で過ご
すことは少ないですね」と捺
紀さん。９月にはライブと観
光を兼ねて、沖縄旅行を計画
中です。「今から楽しみです」
と笑顔を見せます。
　農繫期は、実家の農業を手
伝っています。「農業機械の
運転はできませんが、少しで
も家族の負担を減らしたいで
す」と家族を思いやります。

千
ち だ

田 捺
な つ き

紀さん（24）

奥州市

「ライブには毎年行っています」
と捺紀さん（左）

なでしこ
n a
d e s h i k o

私も農家のサポーター
農  政  最  前  線

県内の共済部長さん
を紹介します

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
っ
て
な
に
？

　

最
近
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
」
と
い
う
言

葉
を
見
聞
き
す
る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
と
は
現
金
を
介
さ
な
い

お
金
の
移
動
の
こ
と
。
事
前
に
チ
ャ
ー
ジ

（
入
金
）
し
た
電
子
カ
ー
ド
で
支
払
う
「
前

払
い
方
式
」、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど

の
「
後
払
い
方
式
」、
カ
ー
ド
払
い
時
に
銀

行
の
残
高
か
ら
同
時
に
引
き
落
と
さ
れ
る

「
即
時
決
済
方
式
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
は
、

レ
ジ
で
の
支
払
い
が
楽
、
現
金
を
持
ち
歩

か
な
く
て
良
い
、ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
お
得
、
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
一
方
で
、
つ
い
使
い
す
ぎ
て
し

ま
う
、
停
電
時
に
は
使
え
な
い
、
使
い
方

な
ど
の
情
報
が
企
業
や
国
に
知
ら
れ
て
し

ま
う
、な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

不
慣
れ
な
人
は
ど
う
し
た
ら
良
い
？

　

10
月
の
消
費
税
増
税
後
、
中
小
規
模
店

で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
す
る
と
２
～

５
％
ポ
イ
ン
ト
還
元
さ
れ
る
（
期
間
限
定
）

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
不
慣
れ
な
人

や
カ
ー
ド
な
ど
を
持
た
な
い
人
が
無
理
に

切
り
替
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次

第
に
現
金
が
使
い
に
く
い
世
の
中
に
変
わ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
初
心
者
な
ら
、

即
時
支
払
い
方
式
の
「
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
」

と
し
て
利
用
で
き
る
銀
行
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
や
前
払
い
方
式
の
電
子
カ
ー
ド
が
、

比
較
的
使
い
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

26年前から消費生活アドバイ
ザーとして活動。専門分野は社会
保障。公益社団法人日本消費生活
アドバイザー・コンサルタント・相
談員協会会員、岩手県生活問題研
究会会員。

横
藤
崇
子

（
よ
こ
ふ
じ
た
か
こ
）

　
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
日
々
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
話
を
紹
介

し
ま
す
。
お
答
え
い
た
だ
く
の
は
、
盛
岡
市
の
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
横
藤
崇
子
さ
ん
で
す
。

﹁
キ
ャ
ッ
シ
ュレ
ス
化
﹂へ
の
対
応

マ
メ
知
識

暮らしに役立つ

9

NOSAIの輪
　
「
修
理
し
た
パ
ソ
コ
ン
を
、
長
く
使
っ
て

も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
笑
顔

を
見
せ
る
舛
澤
さ
ん
。
個
人
向
け
の
パ
ソ

コ
ン
整
備
士
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

電
気
工
学
に
興
味
を
持
ち
、一関
工
業

高
等
専
門
学
校
へ
進
学
。
卒
業
後
は
、
関

東
で
半
導
体
の
試
験
装
置
を
手
が
け
る
大

手
メ
ー
カ
ー
へ
就
職
し
ま
し
た
。「
高
校

時
代
は
電
気
の
勉
強
と
、
ラ
グ
ビ
ー
に
明

け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。
会
社
で
は
、
お
客

様
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
、
日
本
各
地
に

行
き
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
現
在
は
修
理
の
ほ
か
、
町
内
の
公
民
館

で
開
か
れ
る
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
講
師
も
務
め

て
い
ま
す
。「
得
意
分
野
で
人
の
役
に
立

て
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
を
通
し
て
、
地
元
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

「今年はパソコン作業の合間に、ラグビーワールドカップ
を応援したいです」

舛
ま す ざ わ

澤 知
さとし

さん（56）

雫石町　桝沢

共済部長歴6年

パ
ソ
コ
ン
の
こ
と
な
ら
任
せ
て
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こ
ん
な
時
は
早
め
の

連
絡
を

■
風
水
害
・
干
害
な
ど
の
自
然
災

害
の
ほ
か
、
火
災
、
病
虫
害
、

鳥
獣
害
を
確
認
し
た
と
き

■
家
畜
の
異
動
報
告

・
子
牛
が
出
生
、
牛
を
譲
渡
（
売

却
）、
導
入
し
た
と
き

・
育
成
牛
が
加
入
月
齢
（
生
後
６

カ
月
）
に
達
し
た
と
き

・
家
畜
が
死
亡
ま
た
は
廃
用
に

な
っ
た
と
き

　
こ
れ
ら
の
届
け
出
が
な
か
っ
た

場
合
、
共
済
金
の
減
額
や
支
払
い

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
異
動
月
日
は
家
畜
改
良
セ
ン

タ
ー
（
牛
個
体
識
別
情
報
）
へ
届

け
出
る
年
月
日
と
一
致
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

■
ハ
ウ
ス
の
被
覆
期
間
変
更
や
事

故
、
建
物
の
物
件
や
農
機
具
の
機

種
に
変
更
や
事
故
が
あ
っ
た
と
き

　
連
絡
が
遅
れ
る
と
共
済
金
を
支

払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
収
入
保
険
で
の
営
農
計
画
変
更

が
生
じ
た
場
合

　
栽
培
面
積
や
品
目
・
品
種
な
ど

を
変
更
す
る
場
合
、
被
害
が
発
生

し
た
場
合
は
連
絡
が
必
要
で
す
。

※
そ
の
他
、
加
入
し
て
い
る
共
済

の
申
込
内
容
に
変
更
が
発
生
し

た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

名
義
変
更
お
忘
れ
な
く

　
経
営
移
譲
し
た
場
合
、
組
合
員

が
死
亡
し
た
場
合
な
ど
は
届
け
出

が
必
要
で
す
。
届
け
出
の
際
は
、

金
融
機
関
に
登
録
し
て
い
る
印
鑑

と
ご
加
入
の
共
済
証
券
を
組
合
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

農
業
共
済
の
ニ
ー
ズ

調
査
を
実
施
し
ま
す

　
農
業
共
済
の
未
実
施
品
目
お
よ

び
未
実
施
方
式
に
つ
い
て
の
意
向

調
査
を
行
い
ま
す
。
加
入
し
た
い

と
思
う
品
目
や
方
式
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

令
和
元
年
９
月
１
日
か
ら
11
月
30
日

■
果
樹
共
済

▼
未
実
施
品
目
／
な
し
、
も
も
、

お
う
と
う
、
か
き
、
く
り
、
う

め
な
ど

▼
未
実
施
方
式
／
災
害
収
入
方

式
、
樹
体
共
済

■
畑
作
物
共
済

▼
未
実
施
品
目
／
ば
れ
い
し
ょ
、

小
豆
、い
ん
げ
ん
、か
ぼ
ち
ゃ
、

た
ま
ね
ぎ
な
ど

　
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

http://nosai-iw
ate.net

NOSAIか ら の お 知 ら せ

水稲共済：被害申告をした方には○○が配布され
ます。○○に当てはまる文字はなんでしょうか？
①御

お ふ だ

札　②名札　③立札	 　　（ヒント：4ページ参照）

●応募方法
ハガキに必要事項をご記入の上、ご応募ください。正解者の中から抽選で
10名に、図書カードをプレゼントします。
●応募締切　令和元年9月30日（当日消印有効）
●応 募 先　〒020-0857　盛岡市北飯岡一丁目10-50
　　　　　　  NOSAIいわて「クイズ」係
●記　　入
①クイズの答え　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　⑥電話番号
⑦NOSAIや広報紙への意見・感想・質問などご自由にお書きください。(氏
名を省略し本紙に掲載させていただく場合がございます)
※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と広報紙作成の参考意見
とする以外の目的に利用しません。

【3月号の答え】 
「３０（日）」でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

問 題 Q u e s t i o n
N IS イO クA ズ

編集後記   　　
　今号のわが家のかまどはゴーヤを丸ごと
１本使った料理です。ゴーヤは夏バテ防止
や疲労回復などの効能があるそうです。暑
い夏にぴったりの食材ですね。ぜひご家庭
で作ってみてください。　　　　　  A・Y

?

今
月
の
表
紙

八
幡
平
市
大
更

田
村
道
行
さ
ん
、光
子
さ
ん
の
お
孫
さ
ん

　ハウスの中は、太陽の力強い日差しが降
り注いで真夏の暑さ。琳香さんと敬土くん
は、小松菜の収穫を手伝いました。
　おじいちゃんに支えてもらいながら、３
人で一輪車を押します。敬土くんの視線の
先には大好きなお母さん。「あと少しだよ、
あっくん」と琳香さんは横からかごを押さ
えます。力強く一輪車を押す敬土くんに、お
じいちゃんも驚いています。
　お母さんの元へ無事に小松菜を届ける
ことができてひと安心。広いハウスの中に、
暑さに負けない元気な笑い声が響き渡りま
した。

藤
田 

琳り

ん

か香
さ
ん（
7
歳
）

田
村 

敬あ

き

と土
く
ん（
2
歳
）

口
座
振
替
の
お
願
い

　

現
金
納
入
に
か
か
る
事
故
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
、
共
済
掛
金
等
は

口
座
振
替
に
よ
る
納
入
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、

所
定
の
申
込
書
に
記
入
、
捺
印
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

や
む
を
得
ず
現
金
ま
た
は
振
込
で

納
入
し
た
場
合
、
組
合
か
ら
加
入
内

容
な
ど
の
確
認
の
通
知
が
届
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。
内
容
を
確
認
の
う
え
、

返
信
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
掛
金
等
を
納
入
し
て
い
た
だ
い
た
後
に
、
所
定
の
様
式
の
領

収
書
（
左
図
参
照
）
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
内
容
を
確
認
の
上
、
保
管
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
表
紙
の
伊
東
さ
ん
親
子
、
と
て
も
い
い

関
係
を
築
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。	

【
矢
巾
町　
N
さ
ん
】

●
N
O
S
A
I
職
員
の
１
日
を
見
て
、
お

仕
事
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。	

【
北
上
市　
S
さ
ん
】

●
マ
メ
知
識
の
節
約
術
、
た
め
に
な
り
ま

す
。
少
し
ず
つ
で
す
が
、
節
約
の
成
果
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

	
	

【
奥
州
市　
Ａ
さ
ん
】

●
今
年
も
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
の
季
節
が
来

ま
し
た
ね
。楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

	
	

【
奥
州
市　
Ｈ
さ
ん
】

●
結
い
の
大
地
旬
だ
よ
り
で
掲
載
さ
れ
た

お
店
に
、
電
車
に
乗
っ
て
食
べ
に
行
き

た
い
で
す
ね
。	

【
一
関
市　
Ｓ
さ
ん
】

●
農
政
最
前
線
は
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報

で
あ
り
が
た
い
で
す
。

	
	

【
大
船
渡
市　
Ｋ
さ
ん
】

●
わ
が
家
の
か
ま
ど
が
大
好
き
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

	
	

【
二
戸
市　
Ｈ
さ
ん
】

クイズと一緒に寄せられた感想の一部を紹介します。

おたより広場

領
収
書
の
保
管
を
お
願
い
し
ま
す

払
い
忘
れ
が
無
い
か
ら

口
座
振
替
は
便
利
！

連番複写式領収書
（家畜診療費等現金領収書）

連番複写式領収書
（掛金等現金領収書）

領収書の様式（次のいずれかを発行します）

払込通知書兼受領書 電算システム領収書

み ほ ん

み ほ ん みほん

み ほ ん
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発
行

  岩
手

県
農

業
共

済
組

合
  発

行
日

  令
和

元
年

8
月

26
日

N
o.278

結
い
の
大
地N

O
SA

I
い
わ
て

ゴーヤ	 　　　　　　　　　　1本

みょうが	
1本

大葉	
3枚

タレ（ポン酢醤油大さじ1、ピーナッツバタ
ー小さじ1）

揚げ油	
適量

材料 ( ２人分 )

ゴ
ー
ヤ
の
素
揚
げ

わ
た
も
種
も
丸
ご
と
食
べ
る

野菜ソムリエ上級プロ

小原　薫
（おはら　かおる）

盛岡市生まれ。ＩＢＣラ
ジオ「野菜の気持ち」
のパーソナリティーを

務め、各地で料理指導やレストランのレシ
ピ開発、食に関する講演会も行う。農業共
済新聞「岩手版」でレシピ連載中。

❶ 

ゴ
ー
ヤ
は
1




